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町
制
１
２
０
周
年

写
真
に
見
る 

今
と

昔
の

一
宮

加
納
久
宜
夫
妻

芥川荘

一
宮
藩
最
後
の
藩
主
で
あ
り
、
晩
年
は
、

町
長
と
し
て
町
の
た
め
に
尽
く
し
た
加
納
久ひ

さ

宜よ
し

（
嘉
永
2
年
〜
大
正
8
年
）
は
、
観
光
開

発
や
産
業
振
興
を
進
め
ま
し
た
。

旧
一
宮
町
役
場

加
納
町
長
の
時
代
（
明
治
45
年
〜
大
正
6
年
）、

一
宮
町
役
場
は
、
観
明
寺
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

前
列
右
か
ら
4
人
目
が
加
納
町
長
で
す
。

芥川龍之介は、大正 3年、5年
に一宮を訪れています。2回目に
滞在した一宮館の離れは、当時の
状態で保存され国の登録有形文化
財になっています。

1890 （明治 23年）
　一宮町誕生

1897 （明治 30年）
　鉄道開通

1911 （明治 44年）
　一宮海水浴場設置

1912 （明治 45年）
　加納久宜町長就任

1915 （大正 5年）
　芥川龍之介来訪

1944 （昭和 19年）
　風船爆弾打ち上げ

1953 （昭和 28年）
　東浪見村と一宮町合併

1954 （昭和 29年）

　 船頭給区が一松村から分
村編入

1955 （昭和 30年）

　 新地区が一松村、宮原区
が八積村から分村編入

1956 （昭和 31年）

　 メルボルンオリンピック
に志田順子さんが出場
　（女子槍投げ）

1967 （昭和 42年）
　一宮町役場竣工

1987 （昭和 62年）
　千葉県東方沖地震

1990 （平成 2年）
　町制 100年

2009 （平成 21年）
　一宮橋開通

2010 （平成 22年）
　町制 120年

　一宮いっちゃんデビュー

一宮町の120年
その時、日本では…
1889 （明治 22年）

　大日本帝国憲法公布

1894 （明治 27年）
　日清戦争始まる

1904 （明治 37年）
　日露戦争始まる

1914 （大正 3年）
　第一次世界大戦始まる

1923 （大正 12年）
　関東大震災

1936 （昭和 11年）
　2・26事件

1941 （昭和 16年）
　太平洋戦争始まる

1945 （昭和 20年）
　終戦

1950 （昭和 25年）
　朝鮮戦争始まる

1956 （昭和 31年）
　国際連合に加盟

1964 （昭和 39年）
　東京オリンピック開催

1970 （昭和 45年）
　日本万国博覧会開催

1987 （昭和 62年）
　国鉄民営化

1989 （平成元年）
　消費税スタート

2009 （平成 21年）
　新型インフルエンザ大流行

別荘地・一宮
一宮は、明治末期～昭和
初期に別荘が 100 軒以上
建ち並び、「東の大磯」と
呼ばれていました。軍人、
政治家、実業家など名士が
多く斉藤實

まこと

、加藤友三郎、
平沼騏一郎など総理大臣の
別荘もありました。写真は
明治時代から一宮に別荘が
あった元総理大臣・斉藤實。
※斉藤實記念館ＨＰから
転載

芥川荘

滞在した一宮館の離れは、当時の
状態で保存され国の登録有形文化
財になっています。

別荘地・一宮
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上
総
一
ノ
宮
駅

風
船
爆
弾

河
口
の
海
水
浴
場

一
宮
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
出
場

ポ
ン
ポ
ン
船

明
治
30
年
に
開
通
し
た
鉄
道
に
よ
っ
て
、

都
会
か
ら
観
光
客
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。写
真
は
戦
前
の
駅
舎
で
す
。

海
水
浴
場

雄
大
な
九
十
九
里
浜
に
面
す

る
海
水
浴
場
に
は
、
広
い
砂
浜

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
波
打

ち
際
に
行
く
ま
で
足
の
裏
が
熱

く
て
思
わ
ず
走
っ
て
し
ま
う
く

ら
い
長
い
砂
浜
が
続
い
て
い
ま

し
た
。

和
紙
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
糊

で
作
ら
れ
た
直
径
10
ｍ
の

気
球
に
爆
弾
を
積
ん
だ
風

船
爆
弾
は
、
一
宮
と
大
津

（
茨
城
）、
勿
来
（
福
島
）

の
3
ヶ
所
で
打
ち
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

※ 

写
真
提
供
：
江
戸
東
京

博
物
館

一
宮
川
の
河
口
は
、
波
も
穏
や

か
で
安
全
な
水
遊
び
の
場
所
と
し

て
た
く
さ
ん
の
避
暑
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
飛
び
込
み
台
も
あ
り
、

水
泳
大
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

東
浪
見
出
身
の
志
田
順
子
さ
ん
は
女
子
槍
投

げ
の
選
手
と
し
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
ま
し
た
。（
写
真
中
央
）右
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
左
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
選
手
で
す
。

※
写
真
提
供
：
志
田
順
子
さ
ん

一
宮
川
で
は
夏
の
間
、
鉄
橋
の
た

も
と
か
ら
河
口
ま
で
、
町
と
海
を
結

ぶ
交
通
機
関
と
し
て
船
が
往
復
し
ま

し
た
。
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
の
「
ポ
ン
ポ

ン
」
と
い
う
音
か
ら
「
ポ
ン
ポ
ン
船
」

の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

Ichinomiya5
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一
宮
町
制
１
２
０
周
年

一
宮
町
制
１
２
０
周
年

一
宮
町
在
住
・
在
勤
の
方
々
の
、
芸
術

文
化
・
芸
能
活
動
発
表
の
機
会
を
設
け
、

地
域
文
化
の
発
展
の
た
め
、
総
合
文
化
祭

（
芸
能
と
音
楽
を
楽
し
む
会
・
文
化
祭
）

を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

■
芸
能
と
音
楽
を
楽
し
む
会

　

日　

時　

11
月
３
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

　

場　

所　

一
宮
町
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

■
文
化
祭

　

日　

時　

11
月
６
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　

11
月
７
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

一
宮
町
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

２
．
申
込
方
法
及
び
期
間

　

�　

10
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
教
育
委

員
会
教
育
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

３
．
会　

場

　
　

一
宮
町
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

４
．
作
品
の
搬
入
及
び
搬
出

　

�　

左
記
の
日
程
に
よ
り
、
個
人
で
責
任

を
も
っ
て
搬
入
搬
出
と
展
示
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

（
搬
入
）

　
　

11
月
５
日
㈮　

午
後
１
時
か
ら

　

（
搬
出
）

　
　

�

11
月
７
日
㈰　

閉
会
式
終
了
後

　

（
午
後
３
時
30
分
以
降
）

※�

作
品
搬
出
後
、
会
場
の
片
付
け
を
行
い

ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。

５
．
注
意
事
項

　

・�

主
催
者
は
、
展
示
中
の
事
故
に
つ
い

て
、
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　

・�

展
示
さ
れ
た
作
品
は
自
己
の
責
任
に

お
い
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・�

会
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
申
込
み
が
多
い
場
合
は
１
人
１

点
と
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

教
育
課　
　

☎
�
４
５
７
６

８
月
14
日
に
、
商
工
会
青
年
部
と
女
性

部
主
催
に
よ
る
『
納
涼
盆
踊
り
大
会
』
が
、

一
宮
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

や
ぐ
ら
を
中
心
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
が
大
き
な
輪
を
作
り
、
一
宮
音
頭
な

ど
５
曲
を
踊
り
ま
し
た
。
お
ぼ
つ
か
な
い

足
ど
り
で
踊
る
、
涼
し
げ
な
浴
衣
姿
の
子

ど
も
達
の
笑
顔
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。ま

た
、
１
２
０
周
年
を
記
念
し
、「
う

ち
わ
お
た
の
し
み
抽
選
会
」も
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
豪
華
賞
品
を
手
に
し
、
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

一
宮
町
総
合
文
化
祭

「
一
宮
町
文
化
祭
」

一
般
参
加
作
品
募
集

こ
れ
か
ら
の
平
和
の
た
め
に

戦
争
体
験
を
次
世
代
へ

一
宮
の
楽
し
い
夏
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

『
お
も
て
な
し
事
業
』

環
境
教
育
の
一
環
と
し
て

講

演

開

催

一
宮
い
っ
ち
ゃ
ん
も

踊
り
の
輪
に
参
加

20
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

一
宮
川
灯
籠
流
し

サ
ー
ク
ル
や
団
体
等
に
所
属
し
て
い
な

い
方
の
作
品
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

１
．
参
加
資
格

　
　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

【
問
合
せ
】

　

一
宮
町
商
工
会　
　

☎
�
３
０
８
９

一
宮
川
灯
籠
流
し
実
行
委
員
会
が
主
催

す
る
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
灯
籠
流
し
」

が
、
８
月
16
日
に
一
宮
川
河
口
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

故
人
へ
の
思
い
を
し
の
ぶ
も
の
、
今
の

幸
せ
に
感
謝
す
る
も
の
、
明
日
の
平
和
を

願
う
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
願

い
が
込
め
ら
れ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
灯
籠

が
、
一
宮
川
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
灯
り
が
川
面
を
照
ら

し
、
会
場
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
包
ま
れ

た
中
、
観
光
夜
市
や
津
軽
三
味
線
演
奏
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

◀『一宮いっちゃん』踊りに初挑戦!!

◀上映されたアニメ映画「ひろしまのエノキ」

折り紙のせみや鳥がいまにも鳴きだしそう…

海の中はとっても楽しそう！

パネルで説明する秋山館長 ◀暖かみのある淡い光を放つ灯籠

終
戦
か
ら
65
年
が
経
ち
、
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ

機
会
と
し
て
、「
一
宮
平
和
を
考
え
よ
う
」

が
８
月
21
日
に
一
宮
町
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
の
ア
ニ
メ
映
画
上
映
や
今
も
数
多

く
残
る
一
宮
町
の
戦
跡
、
そ
し
て
睦
沢
町

在
住
の
朝
比
奈�

隆
氏
に
よ
る
自
身
の
戦

争
体
験
な
ど
、
貴
重
な
お
話
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

戦
争
を
体
験
し
た
世
代
が
高
齢
化
し
て

い
く
中
、
悲
し
い
事
実
を
決
し
て
風
化
さ

せ
ず
、
次
世
代
に
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ

と
と
も
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
切
に
感
じ
ま

し
た
。

一
宮
平
和
を
考
え
る
会
で
は
、
今
後
、

戦
跡
保
存
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】

一
宮
平
和
を
考
え
る
会　

宗
形

☎
�
６
５
１
０

８
月
29
日
、
市
川
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ー
ト
・
空
の
会
」
主
催
で
、『
南

九
十
九
里
浜
の
環
境
と
生
き
も
の
た
ち
』

と
題
し
、
九
十
九
里
浜
自
然
誌
博
物
館
館

長　

秋
山
章
男
氏
に
よ
る
講
演
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ビ
シ
ギ
や
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ス
ナ

メ
リ
を
は
じ
め
、
一
宮
海
岸
に
生
息
す
る

想
像
以
上
の
種
類
の
生
き
も
の
に
つ
い

て
、
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

応
募
頂
い
た
季
節
を
感
じ
る
作
品
を
庁

舎
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る
「
お
も
て
な
し
事

業
」
は
、
庁
舎
の
明
る
い
雰
囲
気
作
り
や

一
宮
町
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
展
示
し
た
作
品
『
夏
の
風
景
』

は
、「
１い

ち
の
み
や

３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
」

が
主
体
と
な
り
、
１
歳
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
の
子
供
達
と
そ
の
保
護
者
が
制
作
し

ま
し
た
。
一
宮
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

〝
緑
と
海
と
太
陽
の
町
〞
に
も
あ
る
一
宮

町
の
魅
力
、『
山
』
と
『
海
』
を
折
り
紙

な
ど
に
よ
っ
て
、
み
ご
と
に
表
現
し
た
す

ば
ら
し
い
作
品
で
す
。

９
月
は
、『
貝
殻
ア
ー
ト
』
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

総
務
課　

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
１
１
２

ま
た
、
多
数
の
パ
ネ
ル
よ
り
九
十
九
里

浜
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
で
き
、
終
始
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
講
演
は
終
了
し

ま
し
た
。

一
宮
町
制
１
２
０
周
年
記
念
事
業
の
協

力
事
業
と
し
て
、
６
〜
８
月
ま
で
の
毎
月

２
日
間
、
市
川
市
か
ら
来
町
し
活
動
を
進

め
て
き
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
・
空
の

会
」
に
よ
る
事
業
も
、
こ
の
日
が
最
終
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ト
・
空
の
会
」
の

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
　

　

☎
�
２
１
１
３

　

�m
achi@

town.ichinom
iya.chiba.jp
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第
12
回
憩
い
の
森
で
遊
ぼ
う
よ
～
♪

第
１
回　

子
育
て

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

農
協
青
年
部
・
商
工
会
青
年
部
と
町
職
員
の
意
見
交
流
会
を
開
催

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
一
宮

町
町
民
提
案
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
『
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
』。
い

よ
い
よ
10
月
か
ら
再
開
し
ま
す
！
昨
年
度

同
様
、
平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23
年
３
月

ま
で
毎
月
１
回
、
全
６
回
の
開
催
予
定
で

す
。

【
昨
年
度
と
の
変
更
点
】

① 

サ
ロ
ン
の
愛
称
を
『
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ

♪
』
と
し
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
、
プ

レ
パ
パ
マ
マ
の
み
な
ら
ず
子
育
て
を
応

援
し
た
い
世
代
の
方
も
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
〈
お
茶
の
み
場
〉
赤
ち
ゃ
ん
子
供

と
触
れ
合
え
る
世
代
交
流
の
場
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
‥
と
思
っ
て
い

ま
す
。

② 

参
加
費
が
昨
年
度
の
１
家
族
３
０
０
円

か
ら
今
年
度
は
一
人
あ
た
り
１
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

　

 

10
月
の
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
一
宮

い
っ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
♪
」
で
す
。
一

宮
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
い
っ
ち
ゃ
ん
と

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
ん
じ
ゃ

お
う
♪
い
っ
ち
ゃ
ん
と
記
念
撮
影
も
ど

う
ぞ
★
お
も
ち
ゃ
の
ド
ク
タ
ー
も
や
っ

て
来
ま
す
。
こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
も

持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

日　

時　
　

10
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　

10
時
30
分
〜
12
時
30
分

場　

所　
　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

 

大
会
議
室（
遊
び
の
広
場
）

和
室
（
た
ま
ひ
よ
広
場
）

調
理
室
（
カ
フ
ェ
コ
ー

ナ
ー
）
青
年
会
議
室
（
お

も
ち
ゃ
の
ド
ク
タ
ー
）

＊ 

事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

�

１
３
８
（
い
ち
の
み
や
）
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

藤
井
☎
０
９
０-

７
７
２
０-

６
０
７
０

　

�y24y18s13-f@
docom

o.ne.jp

町
民
提
案
事
業
の
『
憩
い
の
森
で
遊
ぼ

う
よ
〜
♪
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

10
月
17
日
㈰
10
時
〜
15
時

＊
荒
天
中
止

場　

所　

町
営
憩
い
の
森

内　

容　

 

秋
の
草
木
染
め
を
楽
し
も
う
！

自
然
か
ら
い
た
だ
く
色
は
と
っ

て
も
や
さ
し
く
す
て
き
で
す
。

秋
の
草
花
を
使
っ
て
染
め
て
み

ま
す
。

持
ち
物　

飲
み
物
、
染
め
た
い
布

参
加
費　

３
０
０
円

【
問
合
せ
】

　

憩
い
の
森
で
遊
ぼ
う
よ
～
♪

　
渡
部
☎
０
９
０
‐
１
８
０
７
‐
７
１
３
９

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
い
ち
の
み
や
８
月
号
６
ペ
ー
ジ
の
町

民
提
案
事
業
の
補
助
金
は
、正
し
く
は
②
『
Ｂ

Ｄ
Ｆ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
』
は
50
万

円
、
④
『
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
』
は

１
万
円
で
し
た
。

深
く
お
詫
び
し
、
訂
正
致
し
ま
す
。

【
日
本
一
の
外
出
支
援
を
目
指
し
て
】

新
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
試
験
運
行
ス
タ
ー
ト
！

一
宮
町
で
は
若
手
職
員
７
人
に
よ
る

道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
町
の
活
性
化
や
地
場
産
業
の
発

展
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
各
生
産

団
体
や
直
売
所
な
ど
を
訪
問
し
、
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
将
来
の
道
の
駅
構
想

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
町
内

で
活
躍
す
る
農
業
・
商
業
の
青
年
部
の

皆
さ
ん
等
を
お
招
き
し
、
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
予
定

９
月
22
日
㈬
～
９
月
26
日
㈰
に
釣

ケ
崎
海
岸
で
開
催
さ
れ
る
日
本
最
大

級
の
国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
に
は
、

県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
の
来
町
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
９
月
26
日
㈰
に
こ
の

会
場
で
特
産
品
の
販
売
実
験
を
行
う

予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
�
２
１
１
３

農協や商工会の青年部の皆さん等と
意見交換会を開催しました（８／11）

新にこにこサービス住民説明会

町内数カ所の野菜直売所を訪問して
現場の様子や意見を聞いて参りました

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
新
に
こ
に
こ

サ
ー
ビ
ス
（
高
齢
者
等
外
出
支
援
事
業
）

の
試
験
運
行
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。月

４
回
ま
で
無
料
で
利
用
で
き
、
行
き

先
は
町
内
で
あ
れ
ば
自
由
！
通
院
、
お
買

い
も
の
、
お
友
達
の
家
、
ど
こ
で
も
行
け

ま
す
。
登
録
し
て
町
内
を
外
出
し
ま
せ
ん

か
。

●
利
用
対
象
者

　

町
内
に
お
住
ま
い
の

１　

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

２　

�

身
体
の
不
自
由
な
方
（
年
齢
不
問
）

で
す
。

問
合
せ
先

　
　

福
祉
健
康
課　

　
　

☎
�
１
４
３
１　

利
用
方
法

①
ま
ず
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
健
康
課
窓
口
（
一
宮
町
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口

に
来
ら
れ
な
い
方
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

電
話
番
号
は
�
１
４
３
１
で
す
。

　

現
在
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
て

い
る
方
は
登
録
手
続
き
不
要
で
す
。
今
ま

で
通
り
に
予
約
で
き
ま
す
。

②
利
用
す
る
場
合　

　

希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
各
自
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

電
話
番
号
は
�
１
５
０
０
で
す
。

③
新
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
は

　

●
利
用
先
は
⇩�

町
内
ど
こ
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

●
利
用
料
は
⇩
無
料
で
す
。

　

●
利
用
回
数
は
⇩ 

月
４
回
ま
で
利
用
で

き
ま
す
（
透
析
の
方

は
月
８
回
）

８
月
28
日
㈯
に
中
央
公
民
館
大
会
議
室

で『
新
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
住
民
説
明
会
』

を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
、
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
と
新
に
こ

に
こ
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
、
利
用
方
法
等
に

つ
い
て
説
明
致
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

資
料
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
下
さ
い
。

問
合
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
【
事
務
局
】

　

☎
�
２
１
１
３　

�
�
２
４
６
５

　

�m
achi@

town.ichinom
iya.chiba.jp

新
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス

住

民

説

明

会

お買いものに行く日の
3日前までに電話すれ
ばいいのね。

ばあさんと2人で孫の家に
遊びに行ってきたんだよ。
楽しかったなぁ！

買い物に行くたび送迎車の中
でご一緒になる方とお友達に
なれたわ。

○○地区の○○さ
ん家でお茶会

することになり、
仲良しの友達3

人で一緒に行くこ
とができます

わ。
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泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

〜
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
〜

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

〜
季
節
の
植
物
た
ち
〜

夏
休
み
の
思
い
出
で
き
た
か
な
？

子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ

〜
九
十
九
里
「
浜
の
七
福
神
」
巡
り
〜

「
地
域
探
索
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

成
人
式
の
お
知
ら
せ

８
月
２
日
～
６
日
ま
で
、
一
宮
小
学
校

の
プ
ー
ル
で
、
水
泳
教
室
が
行
わ
れ
、
小

学
校
１
、２
年
生
40
人
が
、
水
に
ふ
れ
あ

う
楽
し
さ
と
、
泳
ぎ
方
の
基
本
を
教
わ
り

ま
し
た
。

一
宮
小
学
校
の
神
崎
先
生
と
大
倉
先

生
、
体
育
指
導
員
の
丁
寧
な
指
導
で
、
泳

げ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
最
終
日
に

は
、
自
分
で
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ー

ル
は
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

７
月
31
日
、
８
月
１
日
の
２
日
間
、
東
浪

見
小
学
校
で
、
恒
例
の
子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ

が
開
催
さ
れ
、
東
浪
見
小
学
校
や
青
少
年
相

談
員
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
協
力
の
も
と
、

約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
他
、

お
化
け
屋
敷
や
縁
日
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
暑

い
日
射
し
に
も
負
け
ず
元
気
に
走
り
回
っ

て
い
ま
し
た
。

ビート板でバタ足の練習中

キャンプファイヤーの炎を囲んで

キンミズヒキ

歴
史
や
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
身

近
な
場
所
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、海
沿
い
の
七
福
神
巡
り
で
す
。

日　

時
：
11
月
10
日
㈬

　
　
　
　

中
央
公
民
館
・
午
前
９
時
出
発

参
加
費
：�

１
５
０
円

　

＊
当
日
集
金
し
ま
す
。

定　

員
：
30
人

　

＊�

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

そ
の
他
：
雨
天
決
行
、
昼
食
各
自

受　

付
：
10
月
４
日
～

申
込
み
：
中
央
公
民
館　

☎
�
４
５
７
６

新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
す
る
式
典
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時
：
平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～

会　

場
：
中
央
公
民
館
・
大
会
議
室

対　

象
：
平
成
２
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

＊�

一
宮
町
に
住
民
登
録
の
な
い
方
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

主　

催
：
一
宮
町
、
一
宮
町
教
育
委
員
会

一
宮
町
成
人
式
実
行
委
員
会

問
合
せ
：
教
育
委
員
会
教
育
課

　
　
　
　

☎
�
４
５
７
６

暑
さ
が
続
い
て
も
、
初
秋
に
な
る
と
野

山
は
花
の
彩
り
を
増
し
、
夏
の
間
あ
ま
り

見
ら
れ
な
か
っ
た
赤
や
黄
の
花
も
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
す
。

洞
庭
湖
周
辺
で
は
、
歌
に
詠
ま
れ
る
秋

の
七
草
は
残
念
な
が
ら
、萩
・
薄

す
す
き
（
尾
花
）・

葛く
ず

し
か
揃
い
ま
せ
ん
。
藤

ふ
じ
ば
か
ま袴

は
近
縁
の
ヒ

ヨ
ド
リ
バ
ナ
に
代
え
て
も
ら
う
こ
と
と
し

て
も
、
桔き

き
ょ
う梗
・
女お

み
な
え
し

郎
花
は
自
生
の
も
の
は

見
か
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
撫

子
（
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
）
は
夏
か
ら
こ
の

時
期
に
海
岸
あ
た
り
の
遊
歩
道
を
歩
く

と
、
時
折
涼
や
か
な
淡
紅
紫
色
の
糸
状
に

切
れ
込
ん
だ
花
弁
を
広
げ
た
自
生
の
花
に

出
会
い
ま
す
。
女
郎
花
と
近
縁
の
オ
ト
コ

エ
シ
と
い
う
白
花
の
種
を
林
縁
な
ど
で
普

通
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黄
花
の
花
穂
の
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、
赤
い

玉
状
の
花
の
ワ
レ
モ
コ
ウ
、
淡
紫
色
の
ツ

リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
ま
た
、
秘
伝
の
薬
草

と
し
て
の
秘
密
を
洩
ら
し
た
弟
を
切
っ
た

と
い
う
伝
説
の
あ
る
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
（
弟

切
草
）
の
黄
色
の
残
花
な
ど
、
日
を
追
っ

て
様
々
な
花
に
出
会
い
ま
す
。

暑
さ
を
避
け
て
散
策
し
、
路
傍
の
花
を

手
折
り
な
が
ら
、
こ
の
山
の
自
分
だ
け
の

季
節
の
七
草
を
決
め
る
の
も
お
も
し
ろ
い

か
な
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い

か
が
で
す
か
。

︹
今
後
の
行
事
予
定
︺

９
月
25
日　

脱
穀
作
業
、
足
踏
み
脱
穀

機
に
よ
る
古
代
米
の
脱
穀
も
行
い
ま
す
。

11
月
６
～
７
日　

一
宮
町
文
化
祭
出
展

︹
問
合
せ
・
申
込
み
連
絡
先
︺

渡
部
☎
・
�
�
１
８
２
０

三
芳
堂　

�
�
６
０
０
９

　
　
　
　

☎
�
４
３
４
５
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食育講座

フ
ァ
ミ
リ
ー

　料
理
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー

　料
理
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー

　料
理
教
室

一
宮
町
食
生
活
改
善
会

〜 

米
粉
で
作
る
夏
休
み
の
ラ
ン
チ 

〜

米粉のニョッキ
クリームソースかけ

米粉……………… 100ｇ
かぼちゃ………… 200ｇ
卵………………… 中１個
打ち粉用米粉……… 適量
オリーブ油………… 適量
クリームソース
Ⓐ　	牛乳	 ……… 400㏄
　（	米粉	 ………… 20ｇ
バター……………… 20ｇ
ベーコン…………… １枚
ほうれん草………… １株
粉チーズ…………… 適宜

作り方 １人分エネルギー395キロカロリー
①	かぼちゃは種、ワタ、皮を取り1センチ厚さのいちょう切りにし、耐熱皿
に並べラップをかけ、レンジで5分位柔らかくなるまで加熱し、熱いうち
にマッシャーでつぶす。

②	ベーコンは5ミリ幅に、ほうれん草は根を落とし3センチ長さに切る。
③	大きめのボールに米粉と①のかぼちゃを加えて混ぜ合わせ、さらに卵を加
えてよくこねる。

④	生地がまとまったら、乾いたまな板に打ち粉を振った上で、指の太さ位に
伸ばし、包丁で2センチ長さに切り、フォークの背で筋をつける。

⑤	たっぷりの湯で④をゆで、浮いてきたらそのまま
1分おいてからザルに上げ、バットにうつし、
くっつかないようにオリーブ油をかけておく。

⑥	Ⓐを合わせておく。フライパンにバターを溶か
し、ベーコン、ほうれん草を炒める。弱火にして
Ⓐを加え木じゃくしで手早くかき混ぜながらク
リームソースを作る。

⑦	皿にかぼちゃのニョッキを盛り、クリームソース
をかけ、好みで粉チーズをふる。

夏野菜と豆のスープ

サラダ油…… 大さじ1/2
にんにく………… １かけ
玉葱……………… 150ｇ
トマト…………… 250ｇ
セロリ……………… 40ｇ
なす………………… １本
ミックスビーンズ… 50ｇ
水……………… ２カップ
コンソメ…………… ２個
塩…………… 小さじ1/4
こしょう…………… 少々
オクラ……………… ２本

作り方 １人分エネルギー69キロカロリー
①	にんにくはみじん切り。玉葱は縦半分に切ってから根と皮をむいて長さを
半分に切り、うす切り。

②トマトは湯むきしてざく切り、セロリは筋を取り薄切りにする。
③	なすはヘタを落とし、まだらに皮をむき、縦1/4にしてから１センチ幅の
いちょう切りにして水にはなす。しばらくしたら、ザルに上げ、水気を切
る。

④	オクラはヘタを落として、さっとゆでて薄切りにする。
⑤	鍋にサラダ油を熱し、にんにく、玉ねぎを炒める。玉ねぎが透き通ってき
たらセロリ、なすを加えて更に炒める。

⑥	水、コンソメを入れて、煮立ったらトマト、ミックスビーンズを加えて10
分位弱火で煮込む。塩、こしょうで調味し、皿に盛りオクラを飾る。

メープルバナナヨーグルト

バナナ……………… ２本
プレーンヨーグルト	………230ｇ
玄米フレーク	……… 60g
メープルシロップ	… 大さじ２
ミントの葉………… 適量

作り方 １人分エネルギー160キロカロリー
①ボールにヨーグルトを入れる。
②	バナナは皮をむき１センチ厚さの半月切りにし
て、切ったらすぐに①のヨーグルトに混ぜ合わせ
ておく。

③	器に盛り、メープルシロップをかけ、玄米フレー
クを散らし、ミントの葉を飾る。

ニ
ョ
ッ
キ
を
こ
ね
こ
ね
す
る
の
が
た
の

し
か
っ
た
。
フ
ォ
ー
ク
で
す
じ
を
つ
け
る

の
が
た
の
し
か
っ
た
。
あ
じ
は
お
い
し

か
っ
た
。
お
と
う
と
に
も
た
べ
さ
せ
て
あ

げ
た
い
。
お
い
し
い
と
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

玉
ね
ぎ
を
切
っ
た
時
、
目
が
と
て
も
い

た
く
て
１
時
間
く
ら
い
ず
〜
と
痛
か
っ
た

で
す
。
ニ
ョ
ッ
キ
を
食
べ
る
の
は
初
め
て

な
の
で
、
ど
う
い
う
味
な
の
か
な
と
思
い

な
が
ら
食
べ
た
ら
、
お
も
ち
み
た
い
で
フ

ワ
フ
ワ
し
て
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
お
家
で
も
作
り
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
次
も
来
よ
う
(^o^)

れ
る
の
で
、
お

や
つ
に
も
い
い

な
と
思
い
ま
し

た
。
米
粉
で
い

ろ
い
ろ
作
っ
て

み
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
♡♡

東
浪
見
小保

護
者

子
ど
も
と
一

緒
に
料
理
を
す

る
こ
と
は
、
考

え
て
み
れ
ば
初

め
て
で
し
た
。

手
間
の
か
か
る

事
で
大
変
だ
と

い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、

真
剣
に
食
材
を

切
っ
て
い
る
姿

を
見
た
り
す
る
う
ち
に
、
家
で
も
や
っ
て

み
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。思
い
が
け
ず
、

楽
し
い
時
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

今
年
も
夏
休
み
の
8
月
3
・
4
・
6
日
の
3
日

間
、
猛
暑
の
折
で
し
た
が
１
２
０
人
の
小
学
生
と

保
護
者
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
１
０
０
人
を
超

え
る
参
加
希
望
が
あ
り
、
食
事
や
料
理
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
年
度
も
米
粉
の
普
及
を
め
ざ
し
て
、
米
粉

を
使
っ
た
料
理
の
実
習
を
し
ま
し
た
。
小
麦
の
高

騰
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
小
麦
粉
と
同
じ
よ
う

に
調
理
出
来
、
産
地
が
明
確
で
安
心
な
米
粉
を

使
っ
て
、
微
力
で
す
が
日
本
の
食
糧
自
給
率
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
と
産
業
観
光
課
の
協
力
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

ニ
ョ
ッ
キ
は
イ
タ
リ
ア
の
家
庭
料
理
で
じ
ゃ
が

い
も
や
小
麦
粉
を
使
う
の
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す

が
、
今
回
米
粉
で
ア
レ
ン
ジ
し
調
理
し
ま
し
た
。

聞
い
た
こ
と
も
食
べ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
子
ど

も
も
い
ま
し
た
が
、
友
だ
ち
と
協
力
し
な
が
ら
楽

し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
献

立
と
参
加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
の
方
の

感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

感 

想
一
宮
小
一
年　

渡
辺　

咲
月

一
宮
小
五
年　

藤
田　

菜
々
美

一
宮
小
四
年　

古
賀　

小
梅

東
浪
見
小
三
年　

北
原　

海
都

一
宮
小
六
年　

石
渡　

厚
希

一
宮
小
二
年　

元
吉　

力
紀

ト
マ
ト
の
お
し
り
を
十
字
に
切
っ
て
、

お
ゆ
に
20
秒
ぐ
ら
い
つ
け
て
、
つ
ぎ
に
つ

め
た
い
水
に

つ
け
た
ら
ト

マ
ト
の
か
わ

が
む
け
て
き

ま
し
た
。
ふ

し
ぎ
だ
と
お

も
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
ほ
う
ち
ょ
う
を
持
っ
た
の
が

は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
が
か

た
く
て
切
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。ニ
ョ
ッ
キ
を
作
る
の
が
た
の
し
く
て
、

そ
れ
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

今
日
作
っ
た
料
理
は
と
て
も
美
味
し
く

出
来
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
作
業
は
、
か

ぼ
ち
ゃ
を
つ
ぶ
す
こ
と
で
す
。
か
ぼ
ち
ゃ

を
練
る
の
が
、
ね
ん
ど
み
た
い
で
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
す
ぐ
作

今
日
は
み
ん
な
で
料
理
を
し
ま
し
た
。

分
担
し
て
や
っ
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
料
理

を
進
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
ベ
ー

コ
ン
を
切
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
料

理
が
完
成
し
て
食
べ
て
み
る
と
「
か
ぼ

ち
ゃ
の
ニ
ョ
ッ
キ
」
は
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。「
ス
ー
プ
」
は
私
の
キ
ラ

イ
な
食
べ
物
ば
か
り
入
っ
て
い
て
、
あ
ま

り
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ヨ
ー

グ
ル
ト
」
は
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
と
相
性
よ

く
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。（
１

番
お
い
し
い
!!
）
家
で
も
作
り
た
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。来
年
は
中
学
生
に
な
り
、

参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
行
事

が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
。

一
宮
小　
　

保
護
者

家
で
は
手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
て
も
時
間
の
余
裕
が
な
く
、
な
か
な

か
ゆ
っ
く
り
と
子
ど
も
と
一
緒
に
料
理
を

作
る
時
間
が
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
っ
て
有
難

く
思
い
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
も
季
節
の

野
菜
が
た
っ
ぷ
り

と
入
っ
て
食
べ
や

す
い
も
の
ば
か
り

で
、
子
ど
も
た
ち

も
楽
し
く
作
っ

て
、
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し

た
。
今
回
を
き
っ

か
け
に
、
家
で
も

作
っ
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

伸
ば
し
て
切
っ
て
⋮

出
来
た
!!

ひたすら
こねて…

師範台に集まっ
て推進員の説明
を聞きます。
トマトの湯むき
の実演です。
ふしぎだね～

13 Ichinomiya
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サ
ー
フ
ィ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
メ
ッ
カ
釣
ケ
崎
海
岸
！

「
節
水
コ
マ
で
省
資
源
」

し
お
さ
い
の
森
「
花
の
小こ
み
ち径

」
に

参
加
型
の
植
栽
ス
ペ
ー
ス
完
成

地

域

包

括

支
援
セ
ン
タ
ー

今
年
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が

産
卵
に
来
て
い
ま
す

寄 

贈
車

椅

子

釣
个
崎
海
岸
（
志
田
下
ポ
イ
ン
ト
）

は
、
波
乗
り
道
場
と
呼
ば
れ
、
数
多
く

の
ト
ッ
プ
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
を
排
出
し

て
い
ま
す
。
こ
の
夏
も
多
く
の
コ
ン
テ

ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
ｉ
ｓ
ｇ
主

催
「
晴
れ
の
ち
晴
れ
ガ
ー
ル
ズ
カ
ッ
プ

２
０
１
０
」
は
、
女
の
子
だ
け
の
大
会

で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
と
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド

の
２
種
目
３
ク
ラ
ス
に
１
３
２
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
熱
い
戦
い
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、
水
着

コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、
女
の
子
な
ら

で
は
の
大
会
で
し
た
。

セ
レ
ク
ト
有
限
会
社
（
代
表
取
締
役　

渋
谷
美
樹
雄
氏
）
か
ら
、
車
椅
子
1
台
を

寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
レ
ク
ト
有
限
会
社
は
、
こ
れ
ま
で
一

宮
町
に
事
務
所
を
構
え
て
、
介
護
用
品
や

福
祉
機
器
を
取
り
扱
っ
て
い
る
会
社
で
し

た
。こ

の
度
、
事
業
拡
大
の
た
め
、
新
た
に
、

茂
原
市
に
事
務
所
を
移
転
し
た
記
念
に
、

お
世
話
に
な
っ
た
一
宮
町
に
恩
返
し
を
し

み
な
さ
ん
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵

で
き
る
砂
浜
は
北
太
平
洋
で
は
日
本
だ

け
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

一
宮
海
岸
の
あ
る
九
十
九
里
浜
は
、
そ

の
北
限
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

外
房
地
域
で
は
毎
年
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
上
陸
・
産
卵
が
あ
り
、
外
房
全
体
で

昨
年
は
、
約
１
０
０
回
の
上
陸
と
約

60
个
所
の
産
卵
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
の
一
宮
海
岸
で
は
、
11

回
の
上
陸
と
5
个
所
の
産
卵
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
お
母
さ
ん
は
、
少

し
で
も
子
ガ
メ
の
誕
生
に
適
し
た
場
所

を
選
ん
で
1
回
の
産
卵
で
約
１
０
０
個

の
卵
を
産
み
ま
す
。
卵
は
約
2
个
月
間

砂
の
中
で
温
め
ら
れ
、
誕
生
し
た
子
ガ

メ
た
ち
が
小
さ
な
体
で
協
力
し
て
砂
の

中
か
ら
は
い
だ
し
一
目
散
に
海
を
目
指

し
ま
す
。
お
と
な
に
な
る
ま
で
に
10
数

年
、
い
ろ
い
ろ
な
試
練
を
乗
り
越
え
生

き
残
れ
る
の
は
５
０
０
０
個
の
卵
の
う

ち
、
一
匹
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
砂

浜
の
減
少
や
、
護
岸
工
事
の
た
め
に
安

心
し
て
産
卵
で
き
る
場
所
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
昔
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
き
て
い

た
ん
だ
け
ど
⁝
。」
な
ん
て
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い

と
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

夏
も
終
わ
り
に
近
づ
き
海
岸
で
は
、

子
ガ
メ
の
誕
生
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。※

九
十
九
里
の
海
岸
は
、
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
な
ど
の
生
き
物
た
ち
保
護
の
た

め
、
砂
浜
へ
の
車
両
の
進
入
を
規
制
し

て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会　

渡
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
自
立

し
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
自
分
ら

し
く
生
活
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
65
歳

以
上
の
町
民
の
方
で
、
介
護
予
防
に
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
方
の
体
験
談

を
『
笑
顔
の
秘
け
つ
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
掲
載
し
ま
す
。

６
区　
　

吉
田
梅
子　
︵
75
歳
︶

私
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
る
「
食
生
活
改
善
会
」
な
ど
で
学
ん

だ
事
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
、
毎
日

元
気
に
楽
し
く
運
動
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
に
も
気
を
つ
け
、
日
々
健
康

な
生
活
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
人
の
お
世
話
に
な
ら
な
い

よ
う
、
自
分
な
り
に
生
活
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
願
い
、
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。「

け
ん
こ
う
運
動
教
室
」
に
も
参
加

し
て
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
教
室
で
は
友
人
も

で
き
、
参
加
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で

す
。
ま
た
、
自
分
の
足
で
会
場
の
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
行
く
こ
と
も
、
介
護
予

防
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
つ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆

様
方
に
は
、
笑
顔
で
接
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
は
、
食
事
の
後
片
付
け
の
皿

洗
い
を
す
る
時
は
、
片
足
立
ち
を
交
互

に
し
て
、
足
の
力
を
つ
け
る
体
操
を
日

常
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
頑
張
っ
て
続
け

て
い
た
こ
と
で
、
今
年
の
４
月
に
、
往

復
10
時
間
か
け
て
、
念
願
の
屋
久
島
の

登
山
が
で
き
、
縄
文
杉
を
観
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
つ
け
、

ま
た
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
趣
味
の

旅
行
に
毎
年
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
吉
田
さ
ん
の
体
験
談
を

参
考
に
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

介
護
予
防
の
体
験
談
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
体
験
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
40
１
０
５
５
）
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

整備された「花の小
こ み ち

径」

左から古川さんと鵜澤さん写真提供　渡部さん

「
花
の
小こ

径み
ち

」
は
県
有
保
安
林
内
に
、

ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ
の

大
塚
実
名
誉
会
長
の
寄
付
に
よ
り
３
年

前
に
完
成
し
、
以
後
保
安
林
機
能
と
合

わ
せ
四
季
の
花
を
楽
し
む
場
所
と
し

て
、
住
民
や
来
訪
者
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

維
持
管
理
は
千
葉
県
か
ら
委
託
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
し
お
さ
い
の

森
「
花
の
小こ

み
ち径
」
愛
護
会
』
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
新
た
に
花
壇
ス
ペ
ー
ス
が

完
成
し
、
愛
護
会
で
は
今
後
「
花
の

小こ
み
ち径
」
と
「
ク
ロ
マ
ツ
豊
か
な
保
安
林
」

8
月
25
日
、
一
宮
中
学
校
の
水
道
の

蛇
口
に
節
水
コ
マ
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
長
生
郡
市
管
工
事
組
合

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て

無
償
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
郡
市
内
の

各
小
中
学
校
等
に
順
番
で
取
り
付
け
ら

吉田さん

と
の
共
生
の
場
を
守
り
育
て
て
い
く
こ

と
に
賛
同
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
10
月
号
広
報

へ
掲
載
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

�﹃
し
お
さ
い
の
森
﹁
花
の
小こ

み
ち径
﹂

　

愛
護
会
﹄
事
務
局　

中
島　

　

☎
０
９
０
ー
８
７
２
５
ー
６
４
８
８

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
節
水
コ

マ
に
よ
っ
て
水
道
の
水
量
が
抑
え
ら

れ
、
合
わ
せ
て
、
環
境
や
資
源
に
対
す

る
子
ど
も
た
ち
の
意
識
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
い
と
い
う
こ
と
で
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。
こ
の
車
椅
子
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
ま
し
た
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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一宮町長
玉川�孫一郎

２
０
２
０
年
ま
で
に
核
廃
絶
を

No.21

７
月
27
日
か
ら
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た

平
和
市
長
会
議
主
催
に
よ
る
２
０
２
０
核

廃
絶
広
島
会
議
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
４
月
の
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

目
指
す
」
と
い
う
オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
る

プ
ラ
ハ
声
明
以
降
、
今
年
４
月
の
ロ
シ
ア

と
ア
メ
リ
カ
の
新
た
な
核
軍
縮
条
約
の
調

印
、
５
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
）
再
検

討
会
議
で
の
核
軍
縮
の
加
速
や
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
言
及
を
盛
り
込
ん
だ
最
終
文

書
の
採
択
な
ど
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
気

運
と
期
待
が
世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。２

０
２
０
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
を
目

指
す
平
和
市
長
会
議
（
会
長
　
広
島
市
長

秋
葉
　
忠
利
）
は
、
再
検
討
会
議
の
結
果

を
踏
ま
え
た
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
次
な

る
方
策
を
早
急
に
検
討
す
る
た
め
、
こ
の

国
際
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
程
の
都
合
で
最
終
日
ま
で
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
の
上
院
議
員
や
軍

縮
大
使
を
務
め
た
ダ
グ
ラ
ス
・
ロ
ウ
チ
氏
の

基
調
講
演
を
聞
い
て
、
大
き
な
希
望
が
わ
い

て
き
ま
し
た
。

「
核
兵
器
を
保
有
す
る
大
国
が
リ
ー
ド
し

て
創
り
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
）
条
約

は
、
大
国
が
核
兵
器
を
独
占
し
続
け
る
こ
と

が
前
提
に
な
っ
て
お
り
、核
兵
器
廃
絶
に
は
、

大
き
な
限
界
が
あ
る
。

核
兵
器
廃
絶
を
提
唱
す
る
非
同
盟
諸
国
と

市
民
団
体
（
世
界
４
０
０
０
以
上
の
都
市
が

加
盟
す
る
平
和
市
長
会
議
も
国
連
に
認
定
さ

れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
つ
）
が
中
心
に
な
っ
て
世

界
の
世
論
を
形
成
し
て
、
い
ま
こ
そ
核
兵
器

禁
止
条
約
の
一
日
も
早
い
成
立
を
目
指
す
べ

き
だ
。」

確
か
に
非
人
道
的
な
対
人
地
雷
や
ク
ラ
ス

タ
ー
爆
弾
を
禁
止
す
る
国
際
条
約
は
、
非
同

盟
諸
国
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
中
心
に
な
っ
て
消
極
的

な
大
国
の
背
中
を
押
し
て
、
成
立
さ
せ
た
も

の
で
す
。

都
市
に
住
む
市
民
を
無
差
別
に
大
量
に
殺さ

つ

戮り
く

す
る
核
兵
器
が
非
人
道
的
な
兵
器
で
あ
る

その他

職
員
接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

庁舎

第
一
回
一
宮
町
役
場
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
報
告

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
行
政
グ
ル
ー
プ　
☎
42
２
１
１
２

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ　
☎
42
２
１
１
２

左から　田上長崎市長、玉川一宮町長、秋葉広島市長

町
で
は
、
日
頃
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
役
場
職
員

で
あ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後

更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
来
庁
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

や
職
員
対
応
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
設
置
場
所

　

各
窓
口

●
回
収
場
所

　

 

役
場
玄
関
脇
、
総
務
課
窓
口
、
西
庁
舎

入
口
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
、
公
民

館
ロ
ビ
ー

●
実
施
期
間

　

平
成
22
年
10
月
1
日
㈮
〜
29
日
㈮

一
宮
町
役
場
庁
舎
の
建
設
を
検
討
す

る
に
当
た
り
、
幅
広
い
見
地
か
ら
意
見

を
求
め
る
た
め
に
検
討
を
行
う
一
宮
町

役
場
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
８
月
２

日
に
設
置
し
、
第
一
回
の
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
検
討
委
員
会
は
、
公
募
委
員
で

選
出
さ
れ
ま
し
た
安
田
秀
雄
委
員
、
大

橋
照
雄
委
員
、
斉
藤
浩
委
員
３
人
の
他

に
、
森
佐
衛
委
員
、
中
村
新
一
郎
委
員
、

鶴
岡
巖
委
員
、
髙
師
脩
二
郎
委
員
、
栁

澤
伸
子
委
員
、
岡
田
哲
史
委
員
、
慎
蒼

樹
委
員
の
委
員
10
人
で
組
織
し
、
町
長

挨
拶
、
委
嘱
書
の
交
付
、
委
員
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
会
長
に
学
識
経
験
者
の
千

葉
大
学
大
学
院
准
教
授
の
岡
田
哲
史
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
場
職
員
が
平
成
21
年
度

に
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
作
成
し
た

検
討
結
果
報
告
書
に
関
す
る
説
明
、
お

よ
び
議
題
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
検
討
結
果
報
告
書
を
た
た

き
台
と
し
て
、
庁
舎
建
設
の
設
計
条
件

に
つ
い
て
検
討
委
員
会
で
審
議
を
進
め

て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

な
お
、
次
回
会
議
の
予
定
は
，
９
月

29
日
㈬
で
す
。

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
と
い
う

法
律
に
基
づ
き
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
人
・
世
帯
を
対
象
と

し
て
実
施
す
る
統
計
調
査
で
す
。

平
成
22
年
国
勢
調
査
は
、
人
口
減

少
社
会
に
あ
る
日
本
の
未
来
を
描

く
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

平
成
22
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問

し
、
調
査
票
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

★
10
月
１
日
か
ら

　
　

調
査
票
を
回
収
し
ま
す

★
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が

う
か
が
い
ま
す

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問

し
、
調
査
票
と
提
出
用
の
封
筒
を
お

配
り
し
ま
す
。

個
人
情
報
は
厳
格
に

保
護
さ
れ
ま
す

統
計
法
に
よ
っ
て
厳
格
な
個
人
情

報
保
護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
入
っ
た
封
筒
を
開
封
せ

ず
、
封
を
し
た
ま
ま
町
へ
提
出
し
ま

す
。国

勢
調
査
に
従
事
す
る
者
に
は
、

統
計
法
に
よ
る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
統
計
法
」
で
は
、
正
確
な
統
計

を
作
成
す
る
た
め
に
、
調
査
票
に
記

入
し
て
提
出
す
る
義
務（
報
告
義
務
）

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
は
み
ん
な
の
義
務
で
す

10
月
1
日
現
在
で
全
国

　
い
っ
せ
い
に
行
い
ま
す

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

平
和
市
長
会
議
に
加
盟
す
る
世
界
の
都

市
が
、
市
民
が
連
携
し
て
核
兵
器
禁
止
条

約
の
成
立
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
各
国

政
府
を
動
か
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締

結
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
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地デジ

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
受
信
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

環境

長
生
地
区
九
十
九
里
海
岸
ク
リ
ー
ン
デ
ー

環境

生
ご
み
肥
料
化
容
器
購
入
設
置
費
補
助
金
制
度

見学会

「
ぐ
る
っ
と
い
ち
の
み
や
」
２
０
１
０

環境

家
庭
用
廃
消
火
器
の
処
理
方
法

相談会

わ
が
家
の
耐
震
相
談
会
！

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
都
市
環
境
グ
ル
ー
プ　
☎
42
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
都
市
環
境
グ
ル
ー
プ　
☎
42
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ　
☎
42
２
１
１
２

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
都
市
環
境
グ
ル
ー
プ　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
都
市
環
境
課　
都
市
環
境
グ
ル
ー
プ　
☎
42
１
４
３
０

千
葉
県
県
土
整
備
部　
建
築
指
導
課　
　
　
　
　
　
　

☎
０
４
３
ー
２
２
３
ー
３
１
８
３

現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
（
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
）
は
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
7

月
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
移
行
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
く

た
め
に
、「
総
務
省　

千
葉
県
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
：
デ
ジ
サ

ポ
千
葉
）
で
は
、
受
信
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

相
談
会
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

受
信
に
関
す
る
お
困
り
事
・
質
問
に
相
談

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

総
務
省
が
開
催
す
る
無
料
の
相
談
会
で

す
。
機
器
の
販
売
や
契
約
の
勧
誘
な
ど
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

先
着
順
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
一
宮

町
、
長
生
村
、
白
子
町
に
よ
る
海
岸
清
掃

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
※

白
子
町
に
つ
き
ま
し
て
は
９
月
20
日
に
行

い
ま
す
。
）

一
宮
海
岸
会
場

■
開
催
日
時

　

９
月
18
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

　

※
雨
天
中
止

一
宮
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
居
住
し
て

い
て
、
生
ご
み
肥
料
器
を
設
置
で
き
る
土

地
が
あ
り
、一
宮
町
が
指
定
し
た
業
者
で
、

一
宮
町
に
在
住
、
在
勤
の
方
を
対
象
に

公
共
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
普
段

あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
施
設
を
中
心
に

町
長
が
ご
案
内
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　
　

時　

11
月
14
日
㈰

■
集　
　

合　

午
前
9
時

　
　
　
　
　

（
保
健
セ
ン
タ
ー
前
）

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
30
分
解
散
予
定

消
火
器
は
一
般
の
ゴ
ミ
と
し
て
集
積
所

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
捨
て
た
り
放

置
し
な
い
で
下
さ
い
。
キ
ズ
や
錆
び
、
変

形
の
あ
る
も
の
は
そ
の
部
分
が
圧
力
に
耐

え
ら
れ
ず
破
損
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

「
廃
消
火
器
の
回
収
・

　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
手
順
」

①�

不
要
、
使
用
済
み
の
消
火
器
を
お
持
ち

の
方
は
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
エ
コ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
（
�
０
１
２
０
ー
８
２
２
ー

３
０
６
）

　

�

受
付
時
間

　

午
前
10
時
～
12
時

　

午
後
１
時
～
５
時

　

�

※
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
等
休
日
を

除
く

②�

「
廃
消
火
器
回
収
の
専
用
箱
」
「
ゆ
う

パ
ッ
ク
伝
票
」
「
排
出
手
順
書
」
の
回

収
キ
ッ
ト
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
郵
送
時

に
処
理
費
用
２
︐
３
１
０
円
を
支
払
い

ま
す
。
（
代
金
引
換
）

③�

廃
消
火
器
を
入
れ
た
専
用
箱
に
「
ゆ
う

パ
ッ
ク
伝
票
」
を
添
付
し
、
伝
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
集
配
郵
便
局
へ
連
絡
す

る
か
、
最
寄
の
郵
便
局
へ
お
持
ち
込
み

一
宮
町
で
は
新
耐
震
基
準（
昭
和
56
年
）

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
推
進
す
る
た
め
、
千
葉
県
と
連
携
を
図

り
、
木
造
一
戸
建
住
宅
を
対
象
に
、
千
葉

県
主
催
に
よ
る
耐
震
相
談
会
を
下
記
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

世
界
的
に
も
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
こ
こ
関
東
地
区
に
お
い
て
も
、

南
関
東
地
域
直
下
型
の
大
規
模
な
地
震
災

害
が
起
こ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

中
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
皆
さ
ん
の
わ

が
家
の
耐
震
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
会　
　

場　

せ
ん
ど
う
一
宮
店

■
開
催
日　

10
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

■
開
催
時
間　

10
時
～
16
時
30
分

■

問
合
せ

【
地
デ
ジ
全
般
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省

　

千
葉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３
ー
３
３
３
ー
７
１
０
０

　
（
平
日　

９
時
～
21
時
、

　
　

土
・
日
・
祝　

９
時
～
18
時
）

【
相
談
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省

　

千
葉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３
ー
３
０
８
ー
０
４
６
１

　
（
平
日　

9
時
～
18
時
）

■
集
合
場
所

　

旧
国
民
宿
舎
一
宮
荘
下

（
一
宮
海
水
浴
場
内
駐
車
場
）

■
清
掃
範
囲

　

 

一
宮
海
岸
北
側
か
ら
新
浜
海
岸
（
当
日

受
付
に
て
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
を
配
布
し
ま

す
。
）

購
入
し
設
置
し
た
方
に
対
し
、
購
入
額
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
の
額
は
、
１
世
帯
に
つ
き
２
基

ま
で
、
購
入
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
、

一
基
あ
た
り
３
︐
０
０
０
円
を
上
限
に
、

購
入
額
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

指
定
業
者

１　

一
宮
３
０
７
０
‐
２
番
地

　
　

㈲　

荒
留
商
店

２　

一
宮
２
３
４
６
番
地

　
　

Ｊ
Ａ
長
生
一
宮
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

３　

一
宮
２
４
４
３
番
地

　
　

㈱　

山
長

４　

一
宮
２
７
７
２
‐
２
番
地

　
　

㈱　

音
羽
屋

■
募
集
人
数　

30
人

■
参
加
費　

 

千
円

　
　
　
　
　

（
昼
食
代
）
当
日
徴
収

■
募
集
期
間　

10
月
18
日
〜
10
月
29
日

■
見
学
場
所　

 

中
央
ポ
ン
プ
場
・
松
潟

堰
・
子
育
て
支
援
館
・
昼

食
（
一
宮
館
）
芥
川
荘
他

く
だ
さ
い
。

※�

料
金
は
２
３
１
０
円
／
１
本
（
税
込
）

で
す
が
、
薬
剤
量
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
又
は

３
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
大
型
の
消
火
器

は
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※�

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製
品
は
消
火

器
で
、
対
象
外
製
品
は
、
エ
ア
ゾ
ー
ル

式
消
火
具
で
す
。

【
わ
が
家
の
耐
震
相
談
会
】

■
日　

時　

平
成
22
年
11
月
７
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　
■
場　

所　

一
宮
町
中
央
公
民
館　

和
室

　
■
内　

容　

 

個
別
耐
震
相
談　

木
造
住
宅

を
対
象
と
し
た
耐
震
に
つ
い

て
、
相
談
員
が
、
住
ま
い
の

状
況
に
応
じ
た
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。

※
参
加
費
用
は
、
無
料
で
す
。

※ 

相
談
は
、
事
前
予
約
制
で
す
。
予
約

は
、
一
宮
町
都
市
環
境
課
ま
で
電
話
で

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
）
申
し
込
み
期
間
は
10
月
15

日
㈮
か
ら
10
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

（ 

但
し
、
土
・
日
曜
日
、
休
日
は
除
き
ま

す
。
）

※ 

耐
震
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
自
宅
の
写

真
や
図
面
等
（
建
築
確
認
書
類
が
望
ま

し
い
。
）
を
お
持
ち
下
さ
い
。
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弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

人

権

行

政

相

談

町

長

室

開

放

日

女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

無

料

調

停

相

談

子
育
て
支
援
館「
お
お
ぞ
ら
」

保
育
所
の
映
画
会
・
誕
生
会
に

親
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

一
宮
保
育
所
親
子
教
室

そ
う
だ
ん
ご
と

お
知
ら
せ

◆
日　

時　

10
月
７
日
㈭

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

◆
場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

◆
対　

象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

　
　
　
　
　

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
予
約
は
不
要
で
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

町
政
に
対
す
る
提
言
・
要
望
・
意
見
な
ど

﹁
生
の
声
﹂
を
直
接
、
町
長
が
お
聴
き
い

た
し
ま
す
。

◆
日　

時　

10
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　

13
時
～
17
時

※
要
予
約
・
一
人
30
分

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

総
務
課　

☎
�
２
１
１
２

◆
日　

時　

平
成
22
年
10
月
19
日
㈫

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

◆
対　

象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

◆
料　

金　

無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

※
要
予
約　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
1
人
20
分

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

総
務
課　

☎
�
２
１
１
２

　

情
報
交
換
や
お
友
達
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
お
し
ゃ
べ
り
の
ほ
か
紙
芝
居
、
手
遊

び
、
ダ
ン
ス
な
ど
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て

行
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

10
月
7
日
㈭
１
・
２
才
児
対
象　

20
組

　

10
月
21
日
㈭
3
才
以
上
児
対
象　

20
組

◆
受　

付　

9
時
45
分
～

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時　

親
子
遊
び

◆
日　

時　

	

一
宮
保
育
所
2
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

予
約　

10
時
～
13
時

　
　
　
　
　

(

土
・
日
・
祭
日
除
く
︶

※	

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
為
、
お
車
で

の
ご
来
所
は
控
え
て
下
さ
い
。

　

在
宅
の
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

﹁
お
お
ぞ
ら
﹂
は
愛
光
保
育
園
内
に
あ
る

子
育
て
支
援
館
で
す
。
お
弁
当
も
食
べ
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
様
と
一
緒
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

♦
開
館
時
間

　

月
～
金　

9
時
か
ら
15
時　

【
問
合
せ
】

　

一
宮
保
育
所　

☎
�
２
１
１
２

　
︵
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
12
時
か
ら
13
時
︶　　

　

	

予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

今
月
の
予
定

行
事
に
参
加
し
よ
う

★
運
動
会　

10
月
9
日
㈯
雨
天
順
延

　

未
就
園
児
レ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

★
お
芋
ほ
り　

10
月
下
旬
予
定︵
要
予
約
︶

　

芋
の
育
ち
具
合
で
日
程
が
決
ま
り
ま
す

【
予
約
・
問
合
せ
】

　

子
育
て
支
援
館
☎
�
７
４
２
４

千
葉
県
行
政
書
士
会

無

料

相

談

会

大
切
な
契
約
や
遺
言

書
は
公
正
証
書
で
！

「
長
生
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
０
」
参
加
者
募
集
！

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

一
宮
保
育
所　

☎
�
３
２
１
１

　

★
映
画
会　

10
月
８
日
㈮
10
時
～

　

★
誕
生
会　

10
月
27
日
㈬
10
時
～

原
保
育
所　

☎
�
２
５
１
４

　

★
映
画
会　

10
月
20
日
㈬
10
時
～

　

★
誕
生
会　

10
月
28
日
㈭
10
時
～

東
浪
見
保
育
所　

☎
�
２
２
２
４

　

★
映
画
会　

10
月
12
日
㈫
10
時
～

　

★
誕
生
会　

10
月
22
日
㈮
10
時
～

※	

申
込
み
多
数
の
場
合
、
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
尚
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
少
な
い
為
、
お
車
で
の
ご
来
所
は
控

え
て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

一
宮
保
育
所　

☎
�
２
１
１
２

　

気
分
の
不
調
、
月
経
や
妊
娠
・
避
妊
、

更
年
期
障
害
、
思
春
期
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

の
女
性
の
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に
つ
い
て
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
心
の
相
談（
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
）

　

毎
月
第
４
㈪
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
身
体
の
相
談

①
産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
相
談

　
　

平
成
22
年
10
月
20
日
㈬

　
　
　
　
　
　

12
月
15
日
㈬

　
　

午
後
1
時
～
午
後
3
時

②
内
科
医
師
に
よ
る
相
談

　

10
月
1
日
～
7
日
の
公
証
週
間
に
あ
わ

せ
て
、
公
証
役
場
無
料
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
公
証
相
談

①
10
月
1
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

正
午
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

茂
原
市
役
所　

５
階

　
　
　
　
　
　
　

５
０
４
会
議
室

②
10
月
2
日
㈯　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

茂
原
公
証
役
場

　

※
両
日
と
も
予
約
制

◆
相
談
員　

茂
原
公
証
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
員　

中
村
敏
夫

【
予
約
・
問
合
せ
】　

☎
�
５
９
５
９

　
﹁
長
生
を
地
域
創
造
の
拠
点
に
し
よ

う
！
﹂
を
テ
ー
マ
に
長
生
農
業
と
地
域
の

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
講
演

と
事
例
発
表
に
よ
り
考
え
ま
す
。併
せ
て
、

　

千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
一
宮
調
停
協

会
で
は
、
調
停
委
員
に
よ
る
無
料
調
停
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
調
停
と
は
裁
判
所
の

調
停
委
員
が
問
題
解
決
の
た
め
、
間
に
入

り
話
し
合
い
に
よ
り
解
決
を
図
っ
て
い
く

制
度
で
す
。

◆ 

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
な
ど

の
悩
み
ご
と
。

◆ 

離
婚
、
扶
養
、
相
続
な
ど
の
家
庭
内
の

悩
み
ご
と
。

◆
相
談
日　

平
成
22
年
10
月
3
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
ま
で

◆
場　

所　

勝
浦
集
会
所
︵
旧
市
役
所)

　

勝
浦
市
出
水
１
２
９
７
ー
２

　

☎
０
４
７
０
�
０
１
４
８

【
問
合
せ
】
千
葉
地
方
家
庭
裁
判
所

　

一
宮
支
部　

☎
�
３
５
３
１

◆
﹁
農
地
法
・
遺
言
・
遺
産
分
割
・
生　

　

	

年
後
見
・
各
種
許
認
可
申
請
に
関
す
る

こ
と

◆	

境
界
・
測
量
・
地
目
変
更
・
建
物
登
記

に
関
す
る
諸
問
題

◆	

登
記
・
相
談
・
会
社
設
立
及
び
小
額
訴

訟
に
関
す
る
諸
問
題

◆	

税
金
・
会
社
決
算
等
に
関
す
る
諸
問
題

◆
日　

時　

平
成
22
年
10
月
3
日
㈰

◆
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

◆
場　

所

　

茂
原
会
場

　
　

茂
原
市
役
所　

市
民
室　
　

　

い
す
み
会
場

　
　

い
す
み
市
役
所　

岬
庁
舎　
　
　
　

　

大
多
喜
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

	

お
お
た
き
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
オ

リ
ブ

◆
連
絡
先

　

千
葉
県
行
政
書
士
会
長
夷
支
部

　

☎
０
４
７
０(

８
２
）
３
５
５
２

　
　

問
合
せ
に
応
じ
て
実
施
し
ま
す
。

◆
場　

所　

千
葉
県
長
生
合
同
庁
舎
１
階

　
　
　
　
　

茂
原
市
茂
原
１
１
０
２
ー
１

◆
費　

用　

無
料
︵
予
約
制
︶

【
相
談
・
予
約
連
絡
先
】

　

☎
０
４
７
５
�
５
９
１
４

県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

第
28
回
し
お
か
ぜ
祭

◆
日　

時　

平
成
22
年
10
月
30
日
㈯

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
14
時
25
分　
　

◆
場　

所　

県
立
長
生
特
別
支
援
学
校　

　
　
　
　
　
︵
東
浪
見
６
７
６
７
ー
７
︶

◆
内　

容

　

小
学
部　

　
　
　

遊
び
を
中
心
と
し
た
催
し
物

　

中
学
部
・
高
等
部

　
　
　

	

作
業
学
習
を
中
心
と
し
た
頒
布
活

動
や
催
し
物
、
作
品
展
示
、
学
校

紹
介
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、
長
養
太

鼓　

他

【
問
合
せ
】
☎
�
２
４
７
０

長
生
郡
市
農
林
業
功
労
者
表
彰
式
、
地
域

農
産
物
の
展
示
・
即
売
会
、
寸
劇
も
実
施

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

10
月
15
日
㈮

　
　
　
　
　

12
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
場　

所　

睦
沢
町　

睦
沢
ゆ
う
あ
い
館

◆
内　

容

　

・
講
演　

大
里
総
合
管
理
㈱

　
　
　
　
　

野
老
真
理
子
氏

　

・
長
生
郡
内
に
お
け
る
事
例
発
表
ほ
か

◆
主　

催

　

長
生
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　
︵	

農
業
研
究
会
・
指
導
農
業
士
会
・
農

業
士
会
・
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
・
Ｙ
Ｐ
Ｃ
︶

◆
申
込
締
切
日　

9
月
24
日
㈮

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

産
業
観
光
課　

☎
�
１
４
２
７
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名　　　称 日　程 時　　　間 内�容・対�象 場　所

大 腸 が ん 検 診
（回収日）

４日（月）
対象者には通知します

一

宮

町

保

健

セ

ン

タ

ー

５日（火）

けんこう運動教室 ６日（水）  受付 13：15 ～ 13：30
65 歳以上の希望者

（筋力アップ体操）

子 育 て 支 援
お や つ 教 室 ７日（木）  受付 ９：30 ～９：50 一宮町在住の子育て中の方

マ タ ニ テ ィ 教 室
（第２回目） 12 日（火）  受付 ９：45 ～ 10：00 妊婦及びその家族

育児相談（予約制）
14 日（木）

  ９：00 ～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

親子ふれあい教室   11：00 ～ 12：00
あそびの教室
０歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

れ い ん ぼ う 教 室 15 日（金）   13：00 ～ 15：00
何らかの障害を持つ高齢者
※ 参加を希望される方は、事前

に保健師までご相談ください

1 歳 6 ヶ月児健診 19 日（火）  受付 13：15 ～ 14：00
平成 20 年 12 月～平成 21
年３月生まれ

乳 児 相 談 20 日（水）  受付 13：15 ～ 14：00
４ヶ月児 ・ ７ヶ月児 ・ １２ヶ月児
※７ヶ月児と保護者の方には、あわせ
て『ブックスタート』があります

食生活改善会地区伝達料理講習会
21 日（木）

 受付 ９：20 ～９：30
町内在住の希望者
※お問い合わせください

けんこう運動教室  受付 13：15 ～ 13：30
65 歳以上の希望者（いきいき体操 
・ レクリエーション）

三種混合予防接種 22 日（金）  受付 13：15 ～ 13：45 対象者には通知します
マ タ ニ テ ィ 教 室

（第３回目） 26 日（火）  受付 13：00 ～ 13：30 妊婦及びその家族

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 27 日（水）  受付 13：15 ～ 13：30 平成 22 年７月生まれ

骨粗鬆症予防検診 28 日（木）
対象者には通知します

29 日（金）

あ そ び の 広 場

１日（金）・４日（月）・６日（水）・
８日（金）・13日（水）・15日（金）・
21日（木）・22日（金）・25日（月）・
27日（水）・28日（木）・29日（金）

９：30 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00

乳幼児と保護者

※ 13 日（水）　11：00 ～ 11：30
ボランティア 『赤とんぼの会』 による絵本の読み聞かせが行われます

健 康 教 室 13 日（水）  受付 ９：45 ～ 10：00
65 歳以上の希望者

（レクリエーション）

東 浪 見
コミュニティ
セ ン タ ー

■一宮町保健センター
10 月の行事 問合せ先：一宮町保健センター内  福祉健康課  健康グループ  ☎ 40 － 1055

第
６
回
上
総
国
さ
す
が
市

江

戸

あ

ね

さ

ま

人

形

伝

承

教

室

◆
日　

時　
　

10
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

◆
会　

場　
　

玉
前
神
社
参
道　

◆
出　

店

　

	

楊
枝
・
木
桶
・
上
総
木
綿
・
竹
細
工
・

木
工
・
藍
染
・
キ
ル
ト
・
リ
サ
イ
ク
ル

着
物
・
陶
芸
・
ガ
ラ
ス
工
芸
・
ミ
ニ
チ
ュ

ア
家
具
・
合
鴨
米
・
ク
ラ
フ
ト
各
種
・

地
酒
・
新
鮮
野
菜
・
海
産
物
・
落
花
生
・

鰻
・
巻
き
寿
司
・
手
づ
く
り
惣
菜
・
天

然
酵
母
パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
・
チ
ー
ズ
・

コ
ー
ヒ
ー
・
ヨ
ー
グ
ル
ト	　

ほ
か

◆
オ
ー
プ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

　

 

実
演
手
打
ち
蕎
麦
・
本
格
イ
タ
リ
ア

ン
・
イ
ン
ド
カ
レ
ー
＆
焼
き
た
て
ナ

◆
子
供
の
広
場

　

世
田
谷
も
の
づ
く
り
学
校

【
問
合
せ
】

　

	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人	

さ
す
が
一
の
宮
さ
す
が

市
実
行
委
員
会

　

☎
�
４
６
６
０

基
礎
編　

①
「
つ
ぶ
し
島
田
」

◆
講
習
料　

一
回
１
０
０
０
円

◆
材
料
費　

実
費
８
０
０
円
～

　
︵	

江
戸
千
代
紙
・
和
紙
・
小
物
な
ど
人

形
に
よ
り
こ
と
な
る
︶

◆
持
参
す
る
も
の

　

ハ
サ
ミ
・
も
の
さ
し
︵
30
㎝
︶・
昼
食

◆
講　

師　

加
納
由
貴
子

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

☎
�
４
６
６
８
（
６
時
〜
）

◆
主　

催　

	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人	

さ
す
が
一
の

宮　

☎
�
４
６
６
０

◆
協　

力　

睦
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　

江
戸
あ
ね
さ
ま
人
形
は
、
繊
細
で
気
品

の
あ
る
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
で
す
。

町
女
房
、
町
娘
、
お
姫
様
、
奥
女
中
、
芸

者
、
花
魁
な
ど
の
町
家
、
武
家
、
廓
の
風

俗
を
、
と
く
に
そ
の
髪
形
で
忠
実
に
再
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
美
し
い
江
戸
千
代
紙

を
使
っ
た
着
物
の
着
こ
な
し
に
は
、
現
代

に
も
通
じ
る
美
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　

基
礎
編
で
は﹁
つ
ぶ
し
島
田
﹂﹁
桃
割
れ
﹂

な
ど
６
回
の
シ
リ
ー
ズ
を
、
段
階
を
踏
み

な
が
ら
楽
し
く
指
導
し
て
ゆ
き
ま
す
。

◆
日　

時　
　

９
月
24
日
㈮

　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

◆
場　

所　
　

創
作
の
里	

多
目
的
室　

◆
定　

員　
　

20
名

平
成
22
年
度
原
爆
被
爆
二

世
健
康
診
断
の
実
施
！

　

県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す
る
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に
住
所

を
有
し
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
。

◆
実
施
期
間

　

平
成
22
年
７
月
１
日
～

　

平
成
23
年
３
月
10
日
ま
で
の
間

◆
申
込
期
限

　

平
成
23
年
２
月
10
日
︵
必
着
︶

◆
申
込
方
法

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
及

び
被
爆
者
で
あ
る
親
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
被
爆
者
健
康
手
帳
番
号
を
書
い
て
、

封
書
に
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。	

※	

受
診
書
等
は
、
後
日
送
付
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は

一
部
自
己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【 

申
込
先
及
び
問
合
せ
先 

】

　

〒
２
６
０
ー
８
６
６
７

　

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
ー
１

　

	

千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指
導
課

援
護
恩
給
室

　

☎
０
４
３
ー
２
２
３
ー
２
３
４
９

広
報
い
ち
の
み
や
４
月
号
で
１
区
区
長

さ
ん
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、
９
月

１
日
付
で
、
１
区
の
区
長
さ
ん
が
小
澤
哲

雄
さ
ん
か
ら
秋
場
七
郎
さ
ん
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町
か
ら
の

町
か
ら
の

区
長
さ
ん
が
か
わ
り
ま
し
た

ン
・
ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ

カ
シ
ェ
フ
の
味　

房
総
和
牛
の
ビ
ー
フ

シ
チ
ュ
ー　

ほ
か

◆
イ
ベ
ン
ト

　

	

東
浪
見
甚
句
・
妙
楽
寺
ぜ
ん
ぜ
ん
ご
保

存
会
・
ふ
る
さ
と
バ
ン
ド
有
志
・
ラ
テ	

ほ
か
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10月のごみ収集日10月のごみ収集日

休：休日当番医（9：00 〜 17：00）※変更する場合もあります。消防本部通信指令課☎ 24-0119 へお問合せください。

日 月 火 水 木 金 土
1 ２

原保育所運動会

先勝 友引

３ ４ 5 6 7 8 9
人権行政相談 愛光保育園運動会

休	清水医院
	 ☎ 42-2950

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 先負 仏滅

10 11　体育の日 12 13 14 15 16
第６回上総さすが市 町長室開放日 子育ておしゃべりサロン
休	長生診療所 休	いちのみやクリニック
	 ☎ 32-3303 	 ☎ 42-1616

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

17 18 19 20 21 22 23
憩いの森で遊ぼうよ 法律相談
休	津谷クリニック 一宮町議会議員選挙告示日
	 ☎ 32-5645

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

24 25 26 27 28 29 30
一宮町議会議員選挙投票日 120 周年記念日 愛宕祭り
休	よねもと整形外科 放課後わくわく委員会
	 ☎ 40-1065

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

31
町長と語る会
一宮川河口クリーン事業
休	秋場医院
☎ 42-3323 友引

今月の納期
町 県 民 税（第３期）
国 民 健 康 保 険 税（第4期）
後期高齢者医療保険料（第4期）
介 護 保 険 料（第4期）
11月 1日（月）
期日までに納めましょう。

こども急病電話相談
プッシュ回線の固定電話からは
局番なしの⇒♯ 8000
直接おかけの場合は⇒☎ 043-242-9939
相談日時は、毎日夜間　19 時〜 22 時
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

夜間急病診療所
  ☎ 24-1010 （茂原消防署のうら）

・診療科目 内科・小児科・診療時間 20：00 〜 23：00

夜間急病診療テレフォン案内
  ☎ 24-1011 （19：00 〜翌朝６：00）

１．コース
（１区〜 10区）

２．コース
11区〜 17区（船頭給・新地・宮原・海岸）

３．コース
（綱田・東浪見・新浜）

粗
大
ご
み

第２金曜日 燃
え
な
い
ご
み

第１金曜日
資
源
ご
み

第１金曜日
（ビン、缶、ペットボトル他）

８日 １日 １日
資
源
ご
み

第３金曜日
粗
大
ご
み

第３金曜日 燃
え
な
い
ご
み

第２金曜日
（ビン、缶、ペットボトル他）

15 日 15 日 ８日
燃
え
な
い
ご
み

第４金曜日
資
源
ご
み

第４金曜日
粗
大
ご
み

第４金曜日
（ビン、缶、ペットボトル他）

22 日 22 日 22 日
☆燃えるごみの収集日は全コース火、木、土曜日です。

※カレンダーは 10月の予定です。


